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  解析条件※

（ ） シルト、砂質シルト

° ′ ″ ° ′ ″

（ ）

※注意事項

地 盤 調 査 結 果 判 定 書

物 件 名 称 ○○○○様邸新築工事

建 築 地 住 所 ○○県○○市○丁目○○ 調査担当者 地優　太郎

依 頼 会 社 地盤工務店
住宅地盤技士（調査）　第120001

調 査 日 2015年12月3日 ～ 2013年12月13日 解析担当者 地優　次郎

○ 総合判定

地盤補強が必要
柱状地盤改良 小口径鋼管

0.25ｍ
住宅地盤主任技士（調査）　第120002

接地圧： 30kN/㎡ （構造計算書：有）
作 成 日： 2015年12月4日

計 画 建 物 木造 3 階 ベタ基礎 （基礎根入れ：

所見と判断の根拠

調査地は、既存盛土層下位から深度6ｍ付
近にかけて荷重1kN以下で自沈を呈する
軟弱層が介在しており、支持力不足および
圧密沈下による不同沈下の可能性が考えら
れます。よって、ここで、柱状地盤改良、
または小口径鋼管による深部までの地盤補
強の検討が必要と考えます。

地盤とセメントスラ
リーとの混合による
改良体（芯材入含

む）

・先端拡底翼付鋼管

・ストレート鋼管

（備 考）

30.0kN/㎡ （積雪＜100cm）

設計GL □仮定値 最も高い調査測点GL
沈下・変形 不同沈下の危険性がある

接 地 圧 ■指示値

支 持 力 支持力不足
基礎根入れ □仮定値 設計GL-0.25ｍ

備　考 上記接地圧に別途新規盛土荷重を加算

※  解析条件によっては判定結果が異なる可能性があります

・サンプリング結果

土　質 有機質土  無 有機質粘土 その他

24.87 東経 139 42 26.96 ）

採取深度・方法 採取深度 GL- 0～3.0ｍ 採取方法 スパイラル式サンプラー

・地盤の概略状況 （ 北緯 35 51

水　位 GL-0.70ｍ 方　法 通電感知式水位計

地形・地質 土地条件図 氾濫平野 表層地質 沖積層

 無 推定厚さ 0.75 ｍ 推定経過年数 0.5年未満

新規盛土  無 推定厚さ 1.0　～　1.25 ｍ 推定経過年数

G0006-1600015-01＜注意＞ 敷地または隣接地で盛土や掘削等の地盤改変が行われた時はこの総合判定は無効となります。

また、解析条件（※）が異なる場合は総合判定が無効となる場合があります。

・地優連判定プログラム 計算結果　

1.0　～　1.25 ｍ擁　壁  無 安定性 ◆不安定 高さ

1～2年

新規埋土
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○○○○様邸新築工事

○○県○○市○丁目○○

地盤工務店

１．計算条件 擁壁 擁壁

①建 物
3 階

②基 礎

③建物接地圧
有 有

④設計GL
擁壁 擁壁

⑤基礎根入れ

⑥支持力式

⑦地質条件 沖積層

２．詳細計算条件

※1，※2　設計GL、基礎根入れは仮定値

３．計算結果

※4

Ⅰ - Ⅱ -

Ⅱ - Ⅲ -

Ⅳ - Ⅲ -

Ⅰ - Ⅳ - No.

Ⅰ

3

2

5

検
討
箇
所

2

5

1

②傾斜角

4

①推定沈下量（mm）※4

94

ＮＧ

Ⅴ

q a 2

4

（0～2m） （0～1m）

③許容鉛直支持力度（kN/㎡）接地圧
※3

3

30.0

- - - 30.0

-0.25

地優連判定プログラム 計算結果

調 査 名：

調査場所：

依頼会社：

建築学会式

不明 （SWS測点最高GLと仮定）

Ⅳ Ⅲ

不明 （0.25m と仮定）

構造計算書 ：

べた基礎

Ｌ

5.005m

○○○○株式会社　□□営業所

解析担当者　 地優　次郎

住宅地盤主任技士（調査）　第120002

短辺 Ｂ
Ⅴ

地上 地下 0階

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

7.25  

3

Ⅰ Ⅱ

木造 4 3

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

距離

2

（kN/㎡）

30.0

32.1 45.9

ＯＫ

ＯＫ

1

5

41.3 41.3

　設計者の指示： 

※1 ※2

KBM(m) KBM(m) （m） （m）

新規盛土

5

　指示 接地圧 ： 30kN/㎡

+0.17 +0.17 -0.25

（m） （m） （m） （m） （m） （kN/㎡）

検
討
箇
所

調査
深度

（ｍ）
備考 現状 今後

- - - 30.0

8.190m

設計GL 現状GL
基礎根
入れ

擁　壁
新規
埋土

支持力
計算用
接地圧
※3

測点

4

1

沈下量計
算用均し

荷重見え高 離れ
種
別

対象及び
安定度

- 30.0- -20.00  +0.17 +0.15

15.00  +0.17 +0.12 -0.25 30.0

30.0+0.17 +0.11 -0.25 - - - 30.07.50  

Ⅴ

10.25  +0.17 +0.13 -0.25 - - - 30.01 30.0

検
討
箇
所

調査
深度

（ｍ）
備考

判定 判定0～1ｍ 0～2ｍ 総沈下量
q a 1 q a 3

（kN/㎡） （0～0.5m）

検
討
箇
所

測点測点

7.25  17 57

Ⅰ

Ⅱ

45.9

30.0 34.5 49.8 49.8

30.0

5420.00  6 43

7.50  

Ⅲ

2

ＮＧ

30.0 31.6

ＯＫ

ＯＫ

ＮＧ

24.5 29.5 29.5

52.2 52.2

ＮＧ

0.8 /1000

2 0.4 /1000

5 2.3 /1000

Ⅴ

10.25  30 64 86 30.0

距離

距離

距離
Ｌ

Ｂ Ｂ

36.5

長辺 Ｌ 

15.00  7 39 63

ＮＧ

30.0

推定沈下量は、将来的な沈下量ではなく、あくまで
不同沈下のリスク指標として判定に用いられていま
す。

G0006-1600015-01

4 3 1.5 /1000 ＯＫ

2 ＯＫ

5 ＯＫ

4 ＯＫ

3

23 56 61

ＮＧ

Ⅳ
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○○○○様邸新築工事

（ ） （

（ ）

クラック

外壁亀裂

異状無し

異状無し

（

（ ）

G0006-1600015-01

軒等の上空張出 ◆有 東方向：敷地境界付近までの張り出し有り 上空に架線  無

特記事項

工事関係

前面道路幅 3.2～6.0 ｍ 進入路 ハイエース：余裕あり

通行障害物  無 ）

新規擁壁の計画  無 推定高さ 2ｍ程度

新規盛土の計画  無 推定厚さ 1.0　～　1.25 ｍ

造成状態

地中障害物 　 無 造成後の経過年数 推定30年以上

敷地内高低差 段　差  無 高低差 最大0.1ｍ

1～2年

新規埋土  無 推定厚さ 0.75 ｍ 推定経過年数 0.5年未満

新規盛土  無 推定厚さ 1.0　～　1.25 ｍ 推定経過年数

変状

境界 CB、フェンス 異状無し

南
隣地 道路

変状

境界

周辺の異状  無 古家の傾斜  無

隣地・境界状況

東
隣地 道路

変状

境界

西
隣地 建物

変状

境界

北
隣地 建物

□ 裾地 □ 傾斜面の法肩 □ 中腹（坂道）

旧版地形図では田と推定されます。

既存建物  無 変　状  無 ）

地表面の傾斜 平坦 傾斜方向 -

土地利用の履歴
現　況 建替え更地 直近の履歴 既存建物有り

旧版地形図

地形の傾斜・位置

起伏の
位置関係

◆ 低地の平坦部 □ 砂丘の平坦部 □ 台地・丘陵地の平坦部

現地調査・資料調査結果

水　位 GL-0.70ｍ 方法 通電感知式水位計

表層地質 　沖積層

地形判別 土地条件図 調査地は氾濫平野に位置しています。

低地 台地・丘陵地砂丘
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11m表示



16m表示



20m表示
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